


１．ＹＭＦＧリレーションシップバンキングの基本方針

２．取組みにおける「３つの柱」

３．平成１９年度における進捗状況

①お取引先支援の一層の強化
②お取引先の資金ニーズに応じた営業態勢の整備
③地域活性化に向けた多様な金融サービスの提供

４．地域貢献情報



（１）地域・お客様・ＹＭＦＧが共存共栄していくためのリレーションづくり
に全力を尽くしてまいります。

（２）地域のお客様に、その取組み・実績について適切な情報開示を
行ってまいります。

（３）グループの取組みとして「３つの柱」を定め、その柱をベースに
山口銀行・もみじ銀行において具体的な取組みを行ってまいります。

①お取引先支援の一層の強化
②お取引先の資金ニーズに応じた営業態勢の整備
③地域活性化に向けた多様な金融サービスの提供

※上記方針に基づく取組みは、中期経営計画（ＹＭＦＧファーストプラン）における
取組みの一環として実践してまいります。

（１）地域・お客様・ＹＭＦＧが共存共栄していくためのリレーションづくり
に全力を尽くしてまいります。

（２）地域のお客様に、その取組み・実績について適切な情報開示を
行ってまいります。

（３）グループの取組みとして「３つの柱」を定め、その柱をベースに
山口銀行・もみじ銀行において具体的な取組みを行ってまいります。

①お取引先支援の一層の強化
②お取引先の資金ニーズに応じた営業態勢の整備
③地域活性化に向けた多様な金融サービスの提供

※上記方針に基づく取組みは、中期経営計画（ＹＭＦＧファーストプラン）における
取組みの一環として実践してまいります。

当行のリレーションシップバンキングプランは
ＹＭＦＧの基本方針のもとに策定・実践してまいります。

当行のリレーションシップバンキングプランは
ＹＭＦＧの基本方針のもとに策定・実践してまいります。



①お取引先支援の一層の強化

創業・新事業支援、経営改善支援、事業再生といった、取引先の成長段階
に応じた支援をさらに強化してまいります。

②お取引先の資金ニーズに応じた営業態勢の整備

不動産担保や個人保証に過度に依存しない融資や、中小企業の資金調達
手法の多様化への対応を進めると共に、地域の利用者ニーズに対応するた
めの人材育成に注力してまいります。

③地域活性化に向けた多様な金融サービスの提供

地域再生推進のための産学公連携等を推進します。また、利用者の声を把
握し、地域活性化につながる多様なサービス提供につなげてまいります。



・・㈶㈶ややまぎんまぎん地域企業助成基金より、新製品開発や新事業展開に尽力されている地域企業助成基金より、新製品開発や新事業展開に尽力されている企企
業２０社に助成業２０社に助成を行いました。平成を行いました。平成1919年度末時点で助成企業は年度末時点で助成企業は累計累計301301社社となりました。となりました。

・山口ドリームファンドより・山口ドリームファンドより11社社2020百万円の投資を実行百万円の投資を実行しました。しました。

・山口県と・山口県と『『やまぐち地域総合支援ファンドやまぐち地域総合支援ファンド』』を共同創設を共同創設することを決定することを決定しました。成長・しました。成長・
上場意欲のある山口県内中小企業や、誘致企業に対して金融支援を行うことで、当該上場意欲のある山口県内中小企業や、誘致企業に対して金融支援を行うことで、当該
企業の成長のみならず地域経済の活性化に貢献することが目的です。企業の成長のみならず地域経済の活性化に貢献することが目的です。

・ヤマグチ・ベンチャー・フォーラム事業を通じて・ヤマグチ・ベンチャー・フォーラム事業を通じてM&AM&A・事業承継、経営者スクール、首・事業承継、経営者スクール、首
都圏販路開拓商談会を開催し、企業育成に積極的に取り組みました。都圏販路開拓商談会を開催し、企業育成に積極的に取り組みました。

・宇部高専と連携協力協定を締結しました。・宇部高専と連携協力協定を締結しました。

・山口大学等と連携して新事業シーズ発表の場を提供しました。・山口大学等と連携して新事業シーズ発表の場を提供しました。

・もみじ銀行と共同で・もみじ銀行と共同で『『食食』』をテーマとしたビジネスマッチングフェアを開催しました。山をテーマとしたビジネスマッチングフェアを開催しました。山
口、広島、福岡の各県のほか中国青島などから口、広島、福岡の各県のほか中国青島などから企業企業4343社が出展し、約社が出展し、約1,2001,200名のご来名のご来
場場をいただきました。をいただきました。

⇒⇒当日商談成約件数当日商談成約件数……２５件、継続商談件数２５件、継続商談件数……１３３件１３３件

創業・新事業支援創業・新事業支援
機能の強化機能の強化

◎◎創業・新事業支援に資金使途を限定した制度融資商品の実績創業・新事業支援に資金使途を限定した制度融資商品の実績

⇒⇒平成平成1919年度中年度中……３６件、３３３百万円３６件、３３３百万円

進捗状況項目

やまぐち・もみじビジネス
マッチングフェアの模様



・本部スタッフや外部との連携により、従来・本部スタッフや外部との連携により、従来にに引き続き再生支援先への経営改善支引き続き再生支援先への経営改善支
援に尽力しました。援に尽力しました。

経営改善支援の取経営改善支援の取
組み組み

進捗状況項目

12.38%6.67%1.83%261421011,451合 計

100.00%0.00%1.49%202134破綻先

0.00%0.00%0.61%002327実質破綻先

15.22%15.22%2.81%77461,639破綻懸念先

9.09%18.18%8.46%1211130うち要管理先

10.74%3.36%1.62%1651499,221うちその他要注意先要
注
意
先
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Ａ

経営改善支援等の取組み実績経営改善支援等の取組み実績【【平成平成1919年度年度】】

αのうち期末に
債務者区分が
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先数 β



・後継者不在ニーズに対応するため、・後継者不在ニーズに対応するため、㈱㈱日本日本M&AM&Aセンターとの連携を強化センターとの連携を強化。。

・また、上場企業のＭ＆Ａに対して、取組実施。・また、上場企業のＭ＆Ａに対して、取組実施。
事業承継事業承継

【【取組み事例取組み事例】】

◎◎取引先取引先AA社の再生社の再生……プレパッケージ型民事再生を実施プレパッケージ型民事再生を実施

・地元の有力企業２社をスポンサーに選定。・地元の有力企業２社をスポンサーに選定。

・スポンサーによる一般債権の整理、資金投入による設備拡充により経営再建に向け・スポンサーによる一般債権の整理、資金投入による設備拡充により経営再建に向け
た活動が展開された。た活動が展開された。

⇒⇒スポンサー支援により、設備更新、積極的な営業展開が可能となるなど売上低下にスポンサー支援により、設備更新、積極的な営業展開が可能となるなど売上低下に
歯止めがかかった上、施設等の廃墟化などによる地域イメージダウンや地域経済の歯止めがかかった上、施設等の廃墟化などによる地域イメージダウンや地域経済の
沈下を防ぐ布石を打った。沈下を防ぐ布石を打った。

・従来に引き続き、中小企業再生支援協議会の積極的活用、また必要に応じ、監査法・従来に引き続き、中小企業再生支援協議会の積極的活用、また必要に応じ、監査法
人、税理士、弁護士等専門家との連携を行い、再生支援先の事業再生に積極的に取人、税理士、弁護士等専門家との連携を行い、再生支援先の事業再生に積極的に取
り組みました。り組みました。

事業再生に向けた事業再生に向けた
積極的取組み積極的取組み

進捗状況項目



・動産、債権譲渡担保融資について引き続き推進いたしました。・動産、債権譲渡担保融資について引き続き推進いたしました。

・担保及び第三者保証を不要とするスコアリングモデルを利用した融資商品・担保及び第三者保証を不要とするスコアリングモデルを利用した融資商品
の推進を引き続き実施しました。の推進を引き続き実施しました。

不動産担保・個人不動産担保・個人
保証に過度に依存保証に過度に依存
しない融資の推進しない融資の推進

進捗状況項目

２，２３６クイック福岡

４，０１２元気フクオカ資金

１，６０３広島県無担保スピード

４０，４７６クイック・きららサポート

９，１３８やまぎんビジネスローンパートⅡ

平成19年度末実績（百万円）

１，０４０６１件合計

２００２件動産担保融資

８４０５９件売掛債権担保融資

平成19年度融資額（百万円）件数



・高度な専門性に基づく付加価値提供能力および自立／自律性を兼ね備え・高度な専門性に基づく付加価値提供能力および自立／自律性を兼ね備え
た人材育成に注力しました。た人材育成に注力しました。

⇒⇒行内研修や行内各種トレーニーを実践しました。行内研修や行内各種トレーニーを実践しました。

⇒⇒中小企業診断士を育成するため中小企業診断士を育成するため㈶㈶社会経済生産性本部へ人材を派遣。社会経済生産性本部へ人材を派遣。

⇒⇒お取引先へ行員を出向させることで、業界動向に精通した目利き人材育お取引先へ行員を出向させることで、業界動向に精通した目利き人材育
成を実施しました。成を実施しました。

地域の利用者ニー地域の利用者ニー
ズに対応するためズに対応するため
の人材育成の人材育成

・デリバティブを活用した商品、シンジケート・ローン等の提案型営業を展開し・デリバティブを活用した商品、シンジケート・ローン等の提案型営業を展開し
ました。ました。

中小企業の資金調中小企業の資金調
達手法の多様化へ達手法の多様化へ
の対応の対応

進捗状況項目



・中期経営計画で標榜しております「お客さまへの最高のサービスと利便性の・中期経営計画で標榜しております「お客さまへの最高のサービスと利便性の
提供」を具体的に実践していくために提供」を具体的に実践していくためにカスタマーコミュニケーション部カスタマーコミュニケーション部を新設しを新設し
ました。ました。

⇒⇒お客さまの声を把握する窓口を一本化し、ご意見やご相談の分析から各種お客さまの声を把握する窓口を一本化し、ご意見やご相談の分析から各種
施策実行、営業店と一体となった施策実行、営業店と一体となったCSCS向上活動を実践していく態勢を整えまし向上活動を実践していく態勢を整えまし
た。た。

利用者の声を把握利用者の声を把握
するための取組みするための取組み

・山口県初の・山口県初のPFIPFI事業である事業である「高井県営住宅整備等事業」「高井県営住宅整備等事業」のプロジェクトファイのプロジェクトファイ
ナンスのアレンジャーとして円滑なプロジェクト進行ナンスのアレンジャーとして円滑なプロジェクト進行のお手伝いをしましたのお手伝いをしました。。

・山口県第２弾・山口県第２弾PFIPFI事業である事業である「下関地域総合武道館（仮称）整備等事業」「下関地域総合武道館（仮称）整備等事業」に対に対
し融資関心表明書を山口県に提出しました。し融資関心表明書を山口県に提出しました。

・今後も引き続き、地元・今後も引き続き、地元PFIPFI案件には積極的な関与を継続していく方針です。案件には積極的な関与を継続していく方針です。

地域再生推進のた地域再生推進のた
めの各種施策とのめの各種施策との
連携等連携等

進捗状況項目



・・YMFGYMFGグループ企業とのコラボレーショングループ企業とのコラボレーション

◆◆ワイエムセゾンワイエムセゾン㈱㈱のカード会員に対する優遇サービスのカード会員に対する優遇サービス

⇒⇒ワイエムセゾンカードのワイエムセゾンカードの決済決済口座を山口銀行に指定されたお客さまの口座を山口銀行に指定されたお客さまの
ATMATM時間外手数料をキャッシュバックするサービスを開始しました。時間外手数料をキャッシュバックするサービスを開始しました。

・・CSRCSR活動活動

◆◆子育て支援優遇制度子育て支援優遇制度

⇒⇒満満1818歳未満の子供が歳未満の子供が33名以上の世帯に対し住宅ローンの金利優遇名以上の世帯に対し住宅ローンの金利優遇

◆◆国際交流活動国際交流活動

⇒⇒従来より下関市立大学の聴講留学生として従来より下関市立大学の聴講留学生として中国、タイ、トルコより留学生中国、タイ、トルコより留学生
を受け入れを受け入れています。これまでの累計で１２４名となりました。ています。これまでの累計で１２４名となりました。

⇒⇒従来より日中小学生の交流支援として、従来より日中小学生の交流支援として、青島市・大連市の小学生を日本青島市・大連市の小学生を日本
へ招待へ招待し、小学校へ訪問する取組みを継続しています。し、小学校へ訪問する取組みを継続しています。

地域活性化につな地域活性化につな
がる多様なサービがる多様なサービ
スス

進捗状況項目



20,825

17,161
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中小企業等向け貸出金残高

地域内中小企業等向け貸出金残高
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地域内総預金残高 地域内個人預り資産残高

やまぎんは地域貢献への取組み結果の一つとして、地域のお客様とのお取引状況（貸出業務、
預金・個人預り資産業務）について、情報開示いたします。

※※単位：億円単位：億円
※※「地域」の計数は、山口県・北九州市・広島市以西の合計値「地域」の計数は、山口県・北九州市・広島市以西の合計値
※※中小企業中小企業等等とは、資本金とは、資本金33億円（ただし、卸売業は億円（ただし、卸売業は11億円、小売業、サービス業は億円、小売業、サービス業は55千万円）以下の会社、または常用する従業員が千万円）以下の会社、または常用する従業員が300300人（ただし、卸人（ただし、卸
売業は売業は100100人、小売業は人、小売業は5050人、サービス業は人、サービス業は100100人）以下の会社及び個人であります。人）以下の会社及び個人であります。
※※個人預り資産は、債券（額面ベース）・投資信託（額面ベース）・個人年金保険の合計値。個人預り資産は、債券（額面ベース）・投資信託（額面ベース）・個人年金保険の合計値。

○中小企業等向け貸出残高は年々増加しており、
平成20年3月末時点で2兆1,814億円となりました。
○地域内中小企業等向け貸出金残高は前年比ほ
ぼ同額の1兆7,426億円となりました。

○地域内総預金残高は年々増加しており、平成20
年3月末時点で3兆7,604億円となりました。
○地域内個人預り資産残高は年々増加しており、
平成20年3月末時点で4,980億円となりました。


